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第13回 建築BIM推進会議 

資  　料  ４



令和６年度は令和５年度の活動を継続するとともに、検討成果は報告書としてとりまとめ、
協議会として公表する。

（１）｢BIM図面審査
※
｣における手続・審査方法などを整理し、その円滑な実施に向けた環境

を整える。

（２）｢BIMデータ審査
※
｣の基礎的要件を検討し、その実施に向けた課題などを整理する。

（３）建築確認におけるBIM活用について、国土交通省建築BIM推進会議及びその関連する各部会
と連携し、BIM建築確認の社会実装に向けた取り組みを行う。

（４）建築確認におけるBIM活用に係る検討成果について、成果報告会の開催や関連講習会の支
援などを通じて普及を推進する。

（５）上記(1)、(2)、(3)、(4)のほか、BIM活用に係る具体的な課題に対する検討、国際協調の
推進などを行う。

※引用：「建築BIMの将来像と工程表（増補版）」令和5年3月、国土交通省建築BIM推進会議
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令和６年度の活動方針



◆検討内容

１) ｢BIM図面審査｣における手続・審査方法の整理、環境整備

・「BIM図面審査」に係るガイドライン・申請審査者用マニュアル（申請手続き･審査方法等）の検討

・入力基準、設計者チェックリストの確認

・参考テンプレートを用いて作成された確認申請図の確認

２)｢BIMデータ審査｣の基礎的要件の検討、課題整理

・「BIMデータ審査」の定義に向けた検討

・「BIMデータ審査」に必要となる詳細な事項案の作成

・「BIMデータ審査」に対応した確認申請用CDEの仕様の検討

３)BIMモデルを活用した小規模建築物適用の検討、課題整理

４)BIM講習会支援を通じ、協議会成果の普及を推進
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一般建築 戸建住宅等

一般建築 戸建住宅等

戸建住宅等

戸建住宅等

令和６年度の活動方針
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１) ｢BIM図面審査｣における手続・審査方法の整理、環境整備

建築確認におけるBIM図面審査ガイドライン（素案）と、その具体的な申請・審査方
法を示したBIM図面審査の申請審査者用マニュアル（素案）について検討している。

建築確認におけるBIM図面審査ガイドライン（素案）の目次

１ はじめに

１-１ 背景

１-２ ガイドラインの目的

１-３ 用語の定義

１-４ 適用範囲 

２ BIM図面審査の概要

２-１ BIM図面審査の定義

２-２ BIM図面審査の効果

３ 入出力基準、設計者チェックリストおよび確認申請図書表現標準

３-１ 入出力基準

３-２ 設計者チェックリスト

３-３ BIM図面審査における確認申請図書表現標準

４ 審査環境

５ 申請および審査の手順 

STEP 1 申請図書作成～申請

STEP 2 仮受付

STEP 3 受付・指摘対応

STEP 4 適合性判定

STEP 5 消防同意・確認済証交付・図書保存

STEP 6 施工・工事監理・中間検査・完了検査

６ 留意事項

６-１ BIM図面審査の対象について

６-２ BIM図面審査の申請図書の作成について

６-３ BIM図面審査の審査について

６-４ BIM図面審査の図書保存について
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確認申請図書作成ツール（入出力基準、設計者チェックリスト）の検討、検証を
行っている。

出典：第18回建築BIM環境整備部会（令和６年７月18日開催）資料

１) ｢BIM図面審査｣における手続・審査方法の整理、環境整備
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BLCJが提供するサンプルモデルの確認申請図書と設計者チェックリストを用いて、
審査担当者による審査を試行し、整合性確認の省略を行うことに対する実効性とそ
の効果を確認した。

分野
設計者チェック
リストの番号

入出力基準に従い作成することで、図書の整合が担保される事項と細目

意匠 意-006 間仕切壁の形状と位置

意-011 各階の各室の床面積の求積に必要な建築物の各部分の寸法及び算式

意-013 防煙壁による区画（令第126条の2）のうち、面積の求積に必要な建築物の各部分の寸法及び算式

構造 RC-001 通り芯の形状

RC-006 大ばりの形状（矩形）、せい、幅、符号

S-005 柱の外形（H型、円形、矩形）、せい、幅、径、厚さ、符号

S-006 大ばりの断面形状（H型等）、せい、高さ、厚さ、符号

設備 機-001 外壁、軒、ひさし等、間仕切壁、開口部の位置

機-004 各室の用途（室名等）

機-009 防煙壁による区画（令第126条の2）に係る面積の求積に必要な建築物の各部分の寸法及び算式 

電-001 外壁、軒、ひさし等、間仕切壁、開口部の位置

電-005 防火区画等の位置

分野
（回答数）

当該物件に係
る審査時間
（予測値）

審査の試行で
短縮できた測

定時間

意匠（８） ４時間 28～89分

構造（５） 12～16時間 17～49分

設備（４） ４時間 19～71分

整合性確認の省略を行った場合に、特に審査において高い効果が得られると思われる項目 本検証における審査時間等

１) ｢BIM図面審査｣における手続・審査方法の整理、環境整備

※本検証結果は、BLCJサンプルモ
デルを使った場合の参考値です。
今後の運用では、実際に提出され
る建築物の規模や提出書類によっ
て結果が異なる場合があります。
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建築確認におけるBIM図面審査ガイドライン（素案）と、入出力基準、設計者チェッ
クリスト（素案）に寄せられた意見の対応方針等を検討している。

１) ｢BIM図面審査｣における手続・審査方法の整理、環境整備
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BIMデータ審査を以下の項目を仮設定し、その実現の可能性・効果等の洗い出しとあ
わせ、BIMデータ審査の定義に向けた継続検討を行っている。

①BIMモデルの表現を用いた申請・審査
BIMモデルから明示すべき事項の情報を抽出し、ビューアにより確認する。

②デジタル技術を活用した申請・審査

BIMモデルが持つ情報を用いた法適合チェックの結果を補助的に活用する。

③BIMデータ審査の対象の拡大

構造計算適合性判定や省エネ適合性判定、建築確認にまつわる各種申請手続
きに、BIMデータ審査の対象を拡大する。

２)｢BIMデータ審査｣の基礎的要件の検討、課題整理
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BIMデータ審査で用いる確認申請用CDE環境の技術的仕様につなげることを目的に、
これまで検討した審査項目を中心に、審査方法、審査項目毎の内容の関連性、必要
となる情報についての精緻な検討を行っている。

２)｢BIMデータ審査｣の基礎的要件の検討、課題整理
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法規制内容の関連性とその審査手順を整理した例を下記に示す。

■規制内容の関連性図（法第52条） ■審査手順（法第52条の抜粋）

２)｢BIMデータ審査｣の基礎的要件の検討、課題整理



BIM図面審査、BIMデータ審査の対象を戸建住宅等の小規模建築物にも広げること
を目的として、その設計環境やBIMの対応について、情報収集を行う。

対象 主として住宅の建築・販売を行っている企業

上記企業が使用する設計環境のソフトウエアベンダ 等

内容 ・各企業における設計環境とBIM対応状況

・「BIM図面審査」に対する対応の可能性や期待

・「BIMデータ審査」に対する対応の可能性や期待
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→ 小規模住宅におけるBIM活用のメリットを明らかにしつつ、
 BIM図面審査、BIMデータ審査の展開の方向性を示す

３)BIMモデルを活用した小規模建築物適用の検討、課題整理



12講習会案内チラシ

○期間 202４年 9月～202５年3月末

○場所 全国 計10回

○内容
＜講義＞
・電子申請・BIM図面審査等の最新動向について

＜ハンズオン＞

・簡易的なモデルの作成し、BIMモデルの概念を理解する

・入出力基準を満たすことにより整合性が確保される仕組みを

BIMサンプルモデルを用いて理解する

・ IFC ファイルへの出力と読み込みを理解する

・テンプレートの設定方法(環境設定)の仕組みを理解する

４)BIM講習会支援を通じ、協議会成果の普及を推進

日本建築行政会議は、特定行政庁・指定確認検査機関の会員向けにBIMソフトウエ
アを用いた実機によるBIM操作講習会を実施している。協議会の知見を活かして講
習会テキスト作成等、技術的支援を行っている。
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